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「神楽がつなぐ地域の絆と防災力」
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高校生ボランティア・アワード2025

オリジナル紙芝居から防災の輪を地域へ！！

最近は甚大な自然災害が多く、報道を見るたび心が痛みます。

私たちの三刀屋も３年前に激甚災害に遭い、あちこちが崩落し、

怖い経験をしました。しかし！数年経つと、喉元過ぎれば･･･

情けないことに危機感が薄れてしまい、再び「神話の国は

神さまに 守られているから大丈夫」という根拠のない会話も

再び聞こえてくるようになりました。

災害弱者が人口の約半数を占めるこの中山間地で、このまま

ではマズイ！ どうにかして皆が危機感をもち、災害弱者も一緒に

一人のとりこぼしもなく命を守る！ 具体的に動く！ 自助・共助、そ

の意識と知恵とワザを身につけておかねば！

活動すればするほど、高齢・疾患・障がい・外国語・乳児など、

災害弱者の命を守れるほどの対策なのか？と焦燥感にかられな

がら試行錯誤でたどり着いたのが、地域に根付く 神楽『ヤマタ

ノオロチ』！ 実は度々氾濫してきた斐伊川のことと言われていま

す。心にグッときて、体験が身に染みる『神楽de防災体験』で、

動ける人の輪を広げていきます！

神話の時代、出雲の地を脅かしたヤマタノオロチ。八つの頭を持ち、村を荒らし、人々の命と生活
を次々に奪っていきました。そんな時、立ち上がったのがスサノオノミコトです。彼は知恵と行動力
でオロチに立ち向かい、人々の命を救いました。そして、それは今の日本、世界においても、自然災
害という「現代のオロチ」が猛威を振るっています。地震や津波、台風、豪雨、火山噴火.....それら
は私達の命や生活を脅かします。
スサノオのように、”そなえ”の力を使って、自分自身や私達の住む街を守っていきましょう!!そして
その対象は健常者ばかりではありません。「災害弱者も一緒に取りこぼしなく守る！」それが私達
の使命です。一人のちからでは難しいことなので、まずは自分たちから、意識と知識とワザをもって
具体的に動ける！輪を広めていきます！

あそぼうさい
遊びながら知恵とワザ

自助

オリジナル企画『神楽de防災体験』（抜粋）

3Dプリンターで
体の不自由さをサポート

私たちの地域に根ざしている『ヤマタノオロチ伝説』
実は度々人々を襲う斐伊川の水害の言い伝えを
神楽・紙芝居・そして防災体験としてオリジナルに
企画し、地域の皆が取りこぼしなく自助・共助できる！
動ける人の輪を広げたい！

合言葉 “気づき・考え・実行する” 

私たちはもう地域の担い手！ 何でもやってみる！

目的・志

<資格をとり、責任をもって地域で活動しています>
救急員
ベーシックライフサポーター
あいサポーター（障がい者サポーター）
認知症サポーター
健康生活支援員
水上安全救助員
幼児安全支援員

<活動実績>

厚生労働大臣 献血感謝状
全国ボランティアスピリットアワード 2021～2024
コミュニティ賞，ボランティアスピリット賞
高校生ボランティアアワード2023～2024
全国総合文化祭ボランティア部門代表研究発表
島根県高文連青少年赤十字研究発表優秀賞
来年度の全国総合文化祭出場権獲得
島根県優良少年団表彰（教育長賞）
警察署長 交通安全感謝状

防災意識調査してみたら･･･トホホ(@@;) ここから奮起！

水ない！電気ない！食器ない！
さあ、どうする?!

サバイバルクッキング

←これが話題の紙芝居！
ぐんぐんひきこまれていく

神楽の迫力ものすごい！

災害時トイレを作る体験
＆サニタリードライブ

癒やしが健康を保つ
ハンドマッサージ＆リラクゼーション

低体温症も
エコノミー症候群も防ぐ！

タオルケットをガウンに30秒ワザ

点字ブロック
の点検や

あいサポーター
の実践など

「現代のスサノオは君だ！！」

ガレキから足を守って
逃げ切る新聞紙30秒ワザ

自然災
害

共助 備え

▼自然災害の怖さを体験してない人が多い→危機感を実感してない
▼災害に対する知識があっても→考えたり→行動するに至っていない

ガレキが痛くない！
ケガしない！安心！

手足が動かせる！
着せ方のワザ！

実行する
考え

気づき

心のケアも
欠かせない！


